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英語絵本を手にする坂本さんら

英語に慣れ親しんでもらいたい
12月12日（水）　市長室

坂本さんが英語絵本を寄付

サンタクロースからプレゼントを受け取る幼児

親子で一足早いクリスマスを過ごす
12月12日（水）　ハートピア古川

古川町乳幼児学級の合同クリスマス会

　古川町乳幼児学級の合同クリスマス会が12日、ハートピ
ア古川で開かれ、市内の親子ら77組154人が参加し、一足早
いクリスマス気分を味わいました。
　クリスマス会では、飛騨地域で音楽活動を行っている「み
ちくさびより＆まちのおんがくしつ」の皆さんが会場を訪れ、
「レットイットゴー」、「クリスマスメドレー」を歌ったり、子ど
もたちと一緒にからだあそびやダンスなどをしたりして楽し
みました。
　最後には、「サンタがまちにやってくる」の演奏でサンタク
ロースに扮した職員が、参加してくれた子どもたち一人ひとり
にプレゼントを渡しました。

飛騨神岡高校ロボット部がメダルを獲得
12月12日（水）　市長室

韓国で行われた大会結果を市長に報告

獲得したメダルを手にする生徒ら

　飛騨神岡高校ロボット部の生徒が市役所を訪れ、10月に
韓国で行われた「インターナショナルロボットコンテスト
2018」の結果を都竹市長に報告しました。
　大会では、同校２年生の鈴口玄起さん、鈴木伊吹さん、１
年生の倉家悠里さんが国別対抗団体戦の日本チームの一員
として出場し、「カーリングの部」金メダル（１位）、「ランブル
の部」銀メダル（２位）、「格闘技の部」銅メダル（３位）を獲
得しました。
　生徒らは、受賞の喜びや大変だったこと、今後の目標など
についてを都竹市長に報告しました。

　神岡町で移動スーパーを経営している坂本佳祐さん、坂
本良威さんから、市内の子どもたちに英語に慣れ親しんで
もらいたいと、英語絵本を寄贈していただきました。
　この日は、市長室で移動スーパーのお客さんからの募金
で購入した、「音のでる絵本」、「英語カード」、「英語辞典
」などの絵本20冊を都竹市長に手渡しました。
　坂本佳祐さんと良威さんは「この絵本に触れて、英語に
興味を持って欲しいです」「世界に羽ばたいて、将来地元に
帰ってきて貢献してほしいです」と話しました。

賞状を手にする鈴木校長（右から３人目）ら

地域の皆さんの協力に感謝
12月７日（金）　市長室

「YCKプロジェクト」が文部科学大臣賞を受賞

　吉城高校が地域と連携、協働して取り組んでいる「吉高地域
キラメキ（YCK）プロジェクト」が文部科学大臣賞を受賞し、都
竹市長に受賞報告をしました。
　同表彰は、地域と学校が連携して優れた教育効果を発揮し
ている活動をたたえようと、文部科学省が実施しており、本年
度は県内で４つの活動が受賞しました。
　この日は、同校の鈴木健校長やキャリア推進部教員、キャリ
ア教育コーディネーターら４人が市役所を訪れ、受賞の報告
や今後の活動について都竹市長と語りました。



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。日
頃
よ
り
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
的
に
も
、
自
然
災
害
の

多
い
年
で
し
た
。当
市
で
も
、
７
月
豪
雨
で

は
、
人
的
被
害
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、Ｊ
Ｒ

高
山
本
線
や
国
道
41
号
へ
の
大
規
模
な

土
砂
崩
れ
、河
川
の
氾
濫
な
ど
市
内
各
所

で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。ま
た
、
９
月
の

台
風
２１
号
で
は
、
長
期
間
停
電
す
る
地

域
が
あ
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
とっ
て
も

困
難
な
経
験
を
さ
れ
た
年
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。関
係
機
関
の
ご
尽
力
に
よ

り
、Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
が
運
行
を
再
開
し
、

そ
の
ほ
か
の
災
害
復
旧
工
事
も
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の一
方
で
新
た
な
明
る
い
動
き
も
数
多

く
あ
り
ま
し
た
。レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

「
渓
谷
コ
ー
ス
」
や
飛
騨
流
葉
ド
ロ
ー
ン
パ
ー

ク
の
オ
ー
プ
ン
、台
湾
・
新
港
郷
と
の
友
好

都
市
提
携
一
周
年
記
念
事
業
の
開
催
、

北
海
道
中
川
町
と
の「
姉
妹
森
」
提
携
、

古
川
町
高
野
の
古
川
城
跡
発
掘
で
の
礎

石
、石
垣
の
発
見
、「
ふ
る
さ
と
種
蔵
村
」の

開
村
な
ど
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

が
形
と
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、
米
・
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
㏌
飛
騨
で

の
飛
騨
市
産
米
の
金
賞
入
賞
、
河
合
町

出
身
の
根
尾
昂
選
手
の
プ
ロ
野
球
・
中

日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
入
団
な
ど
、う
れ
し
い
ニュ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、私
が
掲
げ
て
お
り
ま
す「
元
気

で
あ
ん
き
な
誇
り
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
飛
騨

市
」づ
く
り
に
向
け
た
政
策
に
更
に
磨
き
を

か
け
つつ
、
日
々
生
活
を
さ
れ
て
い
る
市
民
の

皆
さ
ま
の
立
場
に
今
一
度
立
ち
返
り
、
皆
さ

ま
が
必
要
と
す
る
対
策
を
着
実
に
打
っ
て
い

く
こ
と
に
重
点
を
お
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
そ
の
中
で
も
、
特
に「
身
近
な
暮
ら
し
の

充
実
」に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。特
に
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
分
野
で
、ニ
ー
ズ
の
高
い
施

設
の
改
修
・
整
備
に
着
手
す
る
ほ
か
、
環

境
の
分
野
に
お
い
て
は
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

強
化
に
向
け
て
、
企
業
や
市
民
を
巻
き
込

ん
だ
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま

た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
て
ご
自
身
が

亡
く
な
ら
れ
た
あ
と
の
不
安
を
抱
え
て
お
ら

れ
る
高
齢
者
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

遠
方
の
ご
家
族
、
ご
子
息
を
含
め
て
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
に
つい
て
は
、
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
か
ら
大
学
入
試
制
度
改
革
な

ど
の
大
き
な
動
き
に
呼
応
し
て
い
く
た
め
、

保
育
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で
一
貫
し
た

「
課
題
解
決
能
力
を
育
む
教
育
」
に
本

格
的
に
着
手
す
る
ほ
か
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

充
実
、
小
中
学
校
の
教
室
への
エ
ア
コ
ン
設

置
な
ど
の
環
境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
政
策
も
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。「
元
気
づ
く
り
」
に
お
い
て
は
、

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
な
ど
の
宇
宙
物
理

学
研
究
を
紹
介
す
る
「
ひ
だ
宇
宙
科
学

館
カ
ミ
オ
カ
ラ
ボ
」
が
い
よ
い
よ
３
月
27
日
に

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
飛
騨
古
川
ま

つ
り
会
館
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
、
薬
草
を
体
験
で

き
る
拠
点
づ
く
り
な
ど
、
観
光
客
に
飛
騨

市
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
仕
掛
け
づ
く
り

を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
対

応
す
る
た
め
、外
国
人
技
能
実
習
生
の
確

保
支
援
や
、
企
業
の
人
材
確
保
力
を
高

め
る
た
め
の
情
報
発
信
支
援
に
一
層
力
を

入
れ
ま
す
。ま
た
、
市
内
産
品
に
高
い
付

加
価
値
を
つ
け
て
市
外
に
売
っ
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
や
、
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
け
る
快
挙
で
話
題
と
な
っ
て
い

る「
飛
騨
米
」の
振
興
、「
広
葉
樹
製
品
」

の
首
都
圏
で
の
販
路
拡
大
な
ど
も
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
あ
ん
き
」の
分
野
に
お
い
て
は
、
現
在
整

備
中
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
光
園
の
オ
ー

プ
ン
、
神
岡
町
の
障
が
い
児
複
合
支
援
施

設
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
施

設
の
整
備
が
本
格
化
す
る
ほ
か
、
全
国
的

に
注
目
さ
れ
て
い
る
介
護
人
材
確
保
や
障

が
い
児
者
支
援
策
で
は
、
今
後
は
医
療
関

係
職
の
確
保
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、子
育
て
に
関
し
て
、特
に
産

前
産
後
ケ
ア
の
強
化
に
取
り
組
み
、さ
ら
に

今
年
の
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
、防
災
体

制
の
強
化
に
も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
誇
り
づ
く
り
」の
面
で
は
、宮
川
町
池
ヶ

原
湿
原
の
木
道
が
完
成
し
、
快
適
に
湿

原
の
風
景
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。ま
た
現
在
進
め
て
い
る
山
城
の

調
査
・
発
掘
、
古
川
祭
史
の
編
纂
、
飛

騨
の
糸
引
き
工
女
研
究
な
ど
歴
史
の
掘
り

起
こ
し
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
今
年
も
新
た
な
挑
戦
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
全
体
に
明
る
い
気

持
ち
を
作
り
出
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
前

向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
、
飛
騨
市
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
力

添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
とっ
て
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　 

飛 

騨 

市 

長

　
　
　
　
都
　
竹
　
淳
　
也
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日本滞在中の意気込みを語る
12月13日（木）　市長室

台湾新港郷から飛騨市へワーキングホリデー

　市と友好都市提携を締結した台湾新港郷から、王昭琳（ワ
ン チャオ リン）さん、賈涵晴（チア ハン チン）さんの二人
が市役所へ、飛騨市でのワーキングホリデー制度の活用に
ついて表敬訪問しました。
　この制度は、日本と台湾の取り決めにより、台湾に住んで
いる青少年たちが日本の文化や生活などを体験する目的
で、最長 1 年間日本に滞在し就労を認める制度です。
　この日は、毎年飛騨市に訪れている新港文教基金会の元
職員のワンさん、チアさんが市長室を訪れ、12 月から古川
町にある料亭旅館八ツ三館に 1 年間勤務し、日本での滞在
中に学びたいことなどについて話しました。

市長室を訪問したワンさんとチアさん（真ん中２人）

今年も青龍台組と餅つきで楽しく交流
12月21日（金）　飛騨吉城特別支援学校

飛騨吉城特別支援学校で餅つき交流会

　飛騨吉城特別支援学校の生徒児童31人が殿町青龍会と
青龍台青年部14人と餅つきや鏡餅づくり、花もちづくりで交
流をしました。
　この日は、準備された餅つきにもち米を入れると、みんな
で「ヨイショ、ヨイショ」の掛け声とともに生徒児童が一緒に
なって餅つきを行いました。餅つきが終わると、一人ひとりも
ちを手で丸くこね鏡餅を作りました。
　最後に紅白の細長いもちを、花もち飾り用の枝に丁寧に巻
き付けて完成。参加した生徒児童らは終始笑顔で交流会を
楽しみました。

餅つき交流会の様子

災害時の水道施設の早期復旧を
12月20日（木）　市役所

水道施設の災害応援協力に関する覚書を締結

　市と（一社）吉城建設業協会は20日、災害時の停電にお
ける上下水道施設の早期復旧協力の覚書を締結しました。
　この覚書は、災害時の停電等において同協会が保有する
自家発電装置を使用し、上下水道施設の早期復旧を行うこ
とを目的に定められ、市は災害による停電時等に自家発電
装置が必要な場合は、応援協力を要請し、同協会は可能な
範囲で協力要請に応じるものです。
　締結式では、同協会の田近正英理事長と都竹市長、関係
者らが出席し、「飛騨市上下水道施設の災害応援協力に関
する覚書」に署名しました。

覚書を手にする田近理事長（右）と都竹市長

お手伝いをきっかけに地域のファンを増やす
12月17日（月）～21日（金）　古川町 渡辺酒造店

「おてつたび」を活用し酒造り体験

　古川町の ( 有 ) 渡辺酒造店で 12 月 17 日から 21 日の 5
日間、都会の女性 2 人がお手伝いを通じて地域のファンを創
出する「おてつたび」を活用し酒造り体験をしました。
　お手伝いは、兵庫県出身の赤木紗菜さん、東京出身の田中
沙季さんの２人が参加し、早朝から酒米洗い、酒かす取りや
お酒のタンクを棒でかき混ぜる櫂入れ作業など、5 日間酒造
り体験をしました。
　渡辺酒造店の北場氏は、「普段手の回らないところまでお
手伝いしてもらえ助かりました」と話し、参加した２人は「ま
た観光に来たり、飛騨のお手伝いをしたいです」と話しまし
た。

櫂入れ作業をする赤木さん（真ん中）と田中さん（右）

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます




